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連結損益計算書
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１２１，５０４

2005年9月期

４７．１＋１，７３２５，４１１

新日本無線（新規）△333

セロンオートモーティブ△204
△８７０△１，２１１

△１，１１７△２，８４４

６４．７＋３，７２０９，４６７

投資有価証券売却益増1,439

固定資産売却益増1,414

特別退職金増△1,364

＋２，０１４１，０１８

受取利息・配当金増331

持分法投資利益増552２５．３＋１，７０６８，４４９

繊維減△192 ､ﾌﾞﾚ-ｷ増997 ､紙減△207、

化成品減△65 、ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ増920､不動産増58、

その他減△290、全社費用減298

３０．７＋１，５１９６，４６６

繊維減△60､ﾌﾞﾚ-ｷ増3,020､紙増354、

化成品増46、ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ増31,045､

不動産増40､その他減△237

２８．２＋３４，２０５１５５，７１０

主な増減内容増減率(%)前年同期比2006年9月期

百万円

１



貸借対照表比較

１８５，０５１

５，０５０

１２１，１４８

５２，５８３

2006年3月期

のれん増391（新日本無線）＋４９９５，５４９

評価差益減△11,759△９，５０４１７５，５４６

取得6,138 償却△6,678 除却売却△715△１，１５３１１９，９９４

日清紡減△257△４８０５２，１０３

主な増減内容増減2006年9月期

百万円

２

４８，１５０

８，９３２

５０，６６６

2006年3月期

有価証券評価益減△４，２０６４３，９４４

海外子会社減△2,451△２，６０３６，３２９

海外子会社増1,314＋１，７１９５２，３８５

主な増減内容増減2006年9月期

有価証券評価益減に伴う減△６，９７９７４，９９４６８，０１５

△４５４

2006年3月期

（自己株式保有数4,717千株）△４，９７０△５，４２４

主な増減内容増減2006年9月期

※1．短期借入金には一年内返済の長期借入金を含む

※1



セグメント別売上高
百万円

１５５，７１０

１０，４９６

２，４１６

３８，６６５

１８，３８７

１４，３６６

３０，８１６

４０，５６２

2006年9月期

6.7％

1.6％

24.8％

11.8％

9.2％

19.8％

26.1％

構成比

７，６２０７，８８３ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

１２１，５０４１２１，９０５売上高計

１０，７３３１１，４１１その他

２，３７６２，４８１不動産

１８，３４１１７，５６８化成品

１４，０１２１４，０８７紙

２７，７９６２７，８１２ブレーキ

４０，６２２４０，６５９繊維

2005年9月期2004年9月期

３

繊維 ：国内減収、ﾆｶﾜﾃｷｽﾀｲﾙ等海外子会社好調
ﾌﾞﾚ-ｷ ：国内・海外共に、自動車生産台数増加により増収

ABS製品はｺﾝﾃｨﾈﾝﾀﾙﾃｰﾍﾞｽへの移管により減収
紙 ：家庭紙、洋紙とも増収
化成品：海外子会社好調

ｴﾗｽﾄﾏｰ・ｶｰﾎﾞﾝ増収
ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ ：前下半期より連結した新日本無線分の増加
不動産 ：大型案件ないが、前期中立ち上がった事業が通期寄与
その他 ：メカトロ減収

40,659 40 ,622 40 ,562

27 ,812 27 ,796 30 ,816

18 ,387

7,883

10 ,496

14 ,087 14 ,012
14 ,366

17 ,568 18 ,341

38,665

7,620

2,416

2,481 2,376

11 ,411 10 ,733

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

2004 .9 2005 .9 2006 .9

繊維 ﾌﾞﾚ-ｷ 紙 化成品 ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 不動産 その他

百万円



セグメント別営業利益
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3,342
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573533
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繊維 ﾌﾞﾚｰｷ 紙 化成品

ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 不動産 その他 全社費用

６，４６６

△７１

△８４２

１，３３３

８８６

４６８

５７３

３，６９８

４１９

2006年9月期

-1.1％

-
13.0％

20.6％

13.7％

7.2％

8.9％

57.2％

6.5％

構成比

△３４△１５７ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

４，９４７４，７７８営業利益計

△３６９△５７９全社費用

△５５２△６１５その他

１，２７５１，３６３不動産

５３３５５４化成品

７８０７３７紙

２，７０１３，３４２ﾌﾞﾚｰｷ

６１１１３３繊維

2005年9月期2004年9月期

2004.9                   2005.9                2006.9

百万円

４

繊維 ：ｷﾞｽﾃｯｸｽ・ﾌﾞﾗｼﾞﾙ日清紡減益

ﾌﾞﾚ-ｷ ：豊田工場への移転に伴う経費増、米国子会社の収益改善

紙 ：原燃料費アップ、製品価格低迷

化成品：千葉工場への移転による生産コストのアップ、海外子会社好調

ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ：前下半期より連結した新日本無線分の増加

不動産：安定収益

その他：メカトロ減益



繊維事業
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国内 海外
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百万円 国内 海外 消去売上高

営業利益

2005.9           2006.9     期初予想
５

2005.9 2006.9 期初予想

94354,06342254,80664754,816小計

1630141,1826980日清紡上海

90040,00041940,56261140,622合計

△43△14,063△3△14,244△36△14,194消去

3957,2304497,6965587,231海外計

△4144△171345123P.T.ﾅｲｶﾞｲｼｬﾂ

942,5201312,703722,221ﾆｶﾜﾃｯｸｽ

791,836141,438991,776ｷﾞｽﾃｯｸｽ

2252,1003072,2393762,131ﾌﾞﾗｼﾞﾙ日清紡

54846,833△2747,1108947,585国内計

10014,18311114,4225914,790その他 ※1

1506,350506,194966,177CHOYA

29826,300△18826,494△6626,618日清紡

営業利益売上高営業利益売上高営業利益売上高

予想期初9月期2006年9月期2005年

※1．ニッシン・トーア、日新デニム他



ブレーキ事業
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百万円 国内 海外 ABS

売上 高

営業利益

６

2005.9 2006.9 期初予想

1,67032,5001,66732,8531,76831,696国内計

3,34446,3053,60046,7872,76142,690小計

3,30030,0003,69830,8162,70127,796合計

△44△16,30598△15,971△60△14,894消去

1,67413,8051,93313,93499310,994海外 ※２

03,000493,5371473,982ＡＢＳ

1,67029,5001,61829,3161,62127,714小計

9514,20017714,32814713,530その他 ※1

1,57515,3001,44114,9881,47414,184日清紡

営業利益売上高営業利益売上高営業利益売上高

予想期初9月期2006年9月期2005年

※1．日清紡ブレーキ販売

※２．日清紡オートモーティブ（米国）他



紙製品事業
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７

2005.9 2006.9 期初予想

57715,61857416,19878515,659小計

55014,00057314,36678014,012合計

△27△1,618△1△1,832△5△1,647消去

5648,1446248,1366587,925洋紙計

552,504322,334232,287その他 ※2

5095,6405925,8026355,638日清紡

137,474△508,0621277,734家庭紙計

△171,974572,239142,014その他 ※1

305,500△1075,8231135,720日清紡

営業利益売上高営業利益売上高営業利益売上高

予想期初9月期2006年9月期2005年

※1．東海製紙他

※2．日清紡ポスタルケミカル

2005.9 2006.9 期初予想



化成品事業
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売上高

営業利益

８

2005.9 2006.9 期初予想
48620,08546522,56151420,255小計

50019,10046818,38753318,341合計

14△9853△4,17419△1,914消去

49810,24434610,1034969,634ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ成形計

2251,5691771,4902741,581浦東高分子

2734,1252413,8832873,558タイ高分子

04,550△724,730△654,495日本高分子

△129,84111912,4581810,621化成品計

795,341957,560495,340その他 ※1

△914,500244,898△315,281日清紡

営業利益売上高営業利益売上高営業利益売上高

予想期初9月期2006年9月期2005年

※1．岩尾他

2005.9 2006.9 期初予想



ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ事業

7,620

38,704 38,530

-39 -30
-1,000

9,000

19,000

29,000

39,000

49,000 消去

886 844

-34

-100

400

900

1400

△4567,530△4397,315△347,620その他 ※1

80038,50088638,665△347,620合計

△44△30-△39--消去

84438,53088638,704△347,620計

1,30031,0001,32531,389--新日本無線

営業利益売上高営業利益売上高営業利益売上高

予想期初9月期2006年9月期2005年

2005.9 2006.9 期初予想

９

売上高

営業利益

※1．上田日本無線、のれん償却他

2005.9 2006.9 期初予想



不動産事業
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１０

2005.9 2006.9 期初予想

1,2002,6001,3332,4161,2752,376合計

2△261△1△430△2△384消去

1,1982,8611,3342,8461,2772,760計

2211,011206993176958その他 ※1

9771,8501,1281,8531,1011,802日清紡

営業利益売上高営業利益売上高営業利益売上高

予想期初9月期2006年9月期2005年

※1．日清紡都市開発他



その他事業
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2005.9                 2006.9               期初予想
１１

△10011,800△84210,496△55210,733合計

10△4781△1,089△1△1,694消去

△11012,278△84311,585△55112,427計

△2807,978△9187,658△8137,756その他部門 ※1

1704,300753,9272624,671メカトロニクス

営業利益売上高営業利益売上高営業利益売上高

予想期初9月期2006年9月期2005年

※1．新規事業他



通期予想

１１,１８２

１４,０３３

１０,５２４

２７８,６１６

2006.3

実 績

９,０００

１８,５００

１５,０００

３２０,０００

期 初

予 想

＋４，０００１３,０００当期純利益

△１，０００１７,５００経常利益

△１，０００１４,０００営業利益

－３２０,０００売上高

期 初

差 異

2007.3

予 想
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－２７８,６１６３２０,０００売上高計

△３,４５０２２,３４９２６,８００その他

△４5０４,７８１５,６００不動産

△４００３６,００７３８,０００化成品

＋１,０００２８,６１１２９,０００紙

＋８,０００５８,１３０５４,６００ブレーキ

△２,０００８２,８７８８５,０００繊維

期 初

差 異

2006.3

実 績

期 初

予 想
売上高

１４,０００

△３００

△９００

２,５００

１,９００

１,０００

１,４００

６,８００

１,６００

2007.3

予 想

△３００８０８２,２００ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

＋３２５△７５８△６２５全社

△１,０００１０,５２４１５,０００営業利益計

△１,２２５△９９６３２５その他

＋２００２,６５７２,３００不動産

＋５０７８０９５０化成品

＋２００１,４７４１,２００紙

＋５０５,４６２６,７５０ブレーキ

△３００１,０９７１,９００繊維

期 初

差 異

2006.3

実 績

期 初

予 想
営業利益

百万円

百万円

百万円

１２

◎期初予想比では、売上高は変わらず、営業利益・経常利益は減額、
当期純利益は増額と予想。

(売上高)
繊維は国内事業の環境が厳しく減収。
ﾌﾞﾚｰｷは海外事業が好調のため増収。
紙は下期に価格の改定効果を見込み増収。
その他はﾒｶﾄﾛﾆｸｽの売上減等により減収。

(営業利益)
ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽはのれん償却額の増加等により減額。
ﾌﾞﾚｰｷは海外事業好調も、ABSの減少や国内事業でのｺｽﾄｱｯﾌﾟを見込みほ
ぼ期初計画通りを予想。
その他は新規事業の立ち上げ費用(試験研究費等)の負担増により減額。

(経常利益)
営業利益減から減額。
(当期純利益)
投資有価証券売却益91億円を計上するため増益。



新規事業新規事業 ①① 燃料電池用セパレータ燃料電池用セパレータ

燃料電池の主要部品

質・量ともに世界No.1のメーカー

本格的に市場拡大、
出荷数量は倍々のペースで推移

実績および予想

• 通期売上高： ４割増を達成見込み（前年比）

• 品質向上・コストダウンのため、生産設備の自動化を推進

• ２００７年末に設備投資、生産能力を倍増

世界トップシェアをキープする世界トップシェアをキープする
１３



新規事業新規事業 ②② 高機能性樹脂素材「カルボジライト」高機能性樹脂素材「カルボジライト」

独自に開発したポリマー

プラスチック等を高性能化する
唯一の低毒性添加剤

実績および予想

• 通期売上高： 倍増の見込み（前年比）

• 用途拡大、徳島工場の稼働率向上

• ２００９年度には売上高５０億円を達成予定

・ 電子材料用接着剤

・ ポリ乳酸改質剤

・ 塗料用架橋剤

２０１５年に５００億円の売上高を目指す２０１５年に５００億円の売上高を目指す
１４



搬送装置や電気（ハイブリッド）
自動車のパワーアシスト

ハイパワー型を開発

パワー用途で初の実用化達成

新規事業新規事業 ③③ 電気二重層キャパシタ電気二重層キャパシタ

実績および予想

• 搬送装置メーカー向けに供給開始、需要本格化

• 自動車向け開発も順調

• 来秋、生産能力を５倍増の設備投資（月産５万セル）

１０００億円以上の市場で勝つ１０００億円以上の市場で勝つ
１５



経営３ｶ年計画２００８
(2007.3～2009.3)

◎経営基本方針

①高い品質競争力を基盤として、高付加価値商品・差別化品を継続的に上市する。

②リードタイム短縮とクイックレスポンスによるCSファーストを徹底する。

③他社とのコラボレーション（協業）を促進する。

④海外展開を拡大し、適地生産・適地販売を加速する。

⑤友好的なM&Aを推進する。

⑥収益改善の見込みのない事業の整理・撤退を行う。

億円 億円売上高 営業利益

１６

９４０８６０８５０ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

３,６００３,３５０３,２００計

３４０３００２６０その他

７０６０５０不動産

４３０４００３７０化成品

３２０３００２９０紙

５９０５６０５４０ブレ－キ

９１０８７０８４０繊維

2009.3
計画

2008.3
計画

2007.3
計画

３４２５２２不動産

９１△９その他

２５０２００１５０計

６６４５３０ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

１８１５９化成品

１９１７１２紙

７３７１６８ブレ－キ

３１２６１８繊維

2009.3
計画

2008.3
計画

2007.3
計画



ノンケアの特長■

・ 洗濯後も干すだけで美しい仕上がり

・ 綿１００％の上質な風合い

・ 縫い目の細かいシワも気にならない仕上がり

・ 一日中着用しても型崩れしない

日清紡SSPは、夢の革新技術「液体アンモニア加工」によって、綿

をはじめとするすべてのセルロース繊維の性質を根本的に変化さ
せ、さらに、縫製の後にノーアイロンレベルの形態安定性を持たせ
るポストキュアの手法を採用することにより、高度の形態安定性を
付与したノーアイロン製品です。

当社製品（１）

ディスクパッド

＆アッセンブリー

ディスクブレーキに装着される摩擦材
であるディスクパッドは、普通乗用車を
はじめ、軽自動車、スポーツカー、ト
ラックなどの大型車用まで幅広いライ
ンナップをそろえています。優れた制
動力と心地よい制動フィーリング、また
様々な条件下での性能安定性や耐久
性も実現しています。

ブレーキライニング

＆アッセンブリー

ドラムブレーキ用の摩擦材であるブ
レーキライニングは、軽自動車から
大型トラック・バスまで幅広く採用さ
れています。信頼できる制動力と、
様々な条件下での性能安定性や耐
久性を持ち、皆様の安全をサポート
しています。

１７

（繊維事業）
（ブレーキ製品）



アンチロック・ブレーキ・システム

ＡＢＳを装着することにより、雨天時
や雪道、悪路などで急ブレーキを
かけた場合でも、車輪のロックを防
止し、スピンせずにハンドル操作が
できるため、安定した制動・停止を
することができます。

エレクトロニック・スタビリティコント
ロール（ESP）

エレクトロニック・スタビリティコント
ロール（ＥＳＰ）は、すべりやすい路
面で自動車のハンドルをきっても、
安定した走りを得るために開発され
た最新のシステムです。

毎日のシャワートイレをもっと快
適にするトイレットティシュ

家庭紙の豊富な商品バリエーション

ファインペーパー

高級感のある上質な風合いと高度な印刷適
性をそなえた高級印刷用紙です。
書籍、ポスター・カタログ・カレンダー、ステー
ショナリーなどに使用されています

当社製品（２）

１８

（ＡＢＳ製品）

（紙製品）

コットンフィール ファイン

従来のコットンフィールより１枚の紙
を薄くしなやかに抄き上げ、2枚重
ねから3枚重ねにすることでボ

リューム感を出し、まるでピュアコッ
トンそのもののようなやわらかさ、し
なやかさを実現しました。



「エアライトフォーム」のブラン
ドでおなじみの当社硬質ウレタ
ンフォームは、お客様の要望
に応じ、いろいろな形で販売し
ております。 「エアライトフォー

ム」は、その優れた断熱性を生
かし、冷凍船・冷凍コンテナ等
のコールドチェーン関連、ＬＮＧ、
ＬＰＧの超低温プラント関連及
び 住宅設備、建築関連に使用
されています。 又、断熱材分

野以外にも、土木分野、合成
木材、スポーツ用品等、幅広
い 用途があります。

ガラス状カーボン

独自の技術で開発したガラス状（アモルファス）カーボンは、従
来の炭素材料と異なり、気孔のない緻密な等方性組織が特徴
です。

クロス・フロー・ファン

プラスチックファン業界においてはNo.1シェアを

誇っておりますが、その最大の要因は回転体技術
であります。空体力学を駆使して風量、風圧、騒音、
回転数など、バランスのとれた性能を実現しており
ます。

モビロンは、弊社独自の技術で開発した熱可塑性ポリウレタンエラストマー

（TPU）です。テープやコード状など多様な形状に成形可能です。

当社製品（３）

１９

（化成品）



ソーラーバッテリー製造設備

（エレクトロニクス）

（メカトロニクス）

当社製品（４）

２０

デジタルシグナルプロセッサ 「ＮＪＵ２６０４０」
（不動産）

アリオ西新井ショッピングセン
ター

2007年11月オープン予定


